
是
よ
b
先
加
越
の
悶
諸
多
年
に
瓦
っ
た
が
、
山
知
は

一
た
。
是
よ
り
先
畑
江
中
日

uvm公
忠
は
、
熊

袋

拠

鼠

加
れ
一
授
の
上
凶
に
交
泌
す
る
を
遮
断
せ
ん
と
欲

一
に
政
火
L
、
山
路
か
ら
大
型
寺
の
初
予
に

向
か
っ

して
、
お
臨
の
塗
を
渓
い
だ
。
将
軍
足
利
義
出
掛
之
を
挺

一
て
、
恰
も
敵
の
多
数
が
返
却
す
る
を
望
ん
だ
が
、
組

へ
、
間
十
五
年
四
万
十
九
日
伊
勢
守
以
践
を
組
前
に

一
段
泌
く
し
て
治
取
す
る
を
得
な
か
っ
た
。
此
の
日
総

越
は
し
て
孝
最
に
必
さ
し
め
た
。
キ
於
乃
ち
聡
伎
を

一
帥
宗
的
は
泊
地
山
に
在
っ
た
が
、

m-
H
四
日
に
は
池

迎
へ
、
回
目
を
怒
じ
て
怨
戒
を
仰
怖
い
た
が
、
雨
凶
の
制

一
ん
で
収
地
山
に
宮
し、

筋
合
玄
辞
允

・
商
問
三
郎
左

利
は
向
成
立
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
苧
融
四
年
加
到

一
衛
門
は
ぽ
生
口
に
、

阪
谷
栄
は
大
器
寺
に、

武
官
・神山

の
大
小
一
伎
が
刺
ザ
う
た
時
、
大
一
伎
は
訟
を
越
前

一
川
は
抑
制
使
に
仰
を
似
っ
た
。
之
に
射
し
て
一
俊
方
は

に
品川
う
た
か
ら
、
孝
授
は
之
を
諮
し
、
入
且
4
a
九
日

一
諮
問
中の
準
耐
を
し
て
ゐ
た
が
、
越
軍
向
十
徐
日
も
迩

制
江
三
郎
景
山
山
を
江
川
山
川
刊相
生
に
仰
せ
し
め
、
什
一
一
一
ま
な
か
っ
た
の
で
、
之
を
比
ハ
搬
の
以
少
な
る
に
凶
る

日
制
作川
宗
摘
も
亦
そ
の
地
に
入
。
、
十
月
廿
六
日
以

一
と
併
し
、入
月
十
三
日
刑
法
主
程
如
の
忌
日
を
期
し、

降
今
務
川
附
近
に
交
戦
し
た
が
、』
H

九
日
大
一
授
の

一
自
ら
攻
間
取
を
加

へ
た。

こ
の
時
敷
地
の
大
手
に
は
、

援
単
た
る
能
鷺
・越
巾
柏
町
が
敗
枯
し
た
る
を
以
て
、

一
石
川
却
の
和
凶
・鏑
木
・洲
附
・
笹
川
・
河
合
・
玄
忽
十

十

一
且
二
日
共
を
収
め
て
越
前
に
温
い
た
。
キ
郊
の

一
人
袋
、
右
似
山桜
子
に
は
組
肪
寺
を
主
将
と
す
る
能
楽

時
代
に
は
こ
の
後
加
到
と
の
交
渉
が
な
く
、
耐
し
て

一
郎
一
伎
、首
位
に
は一
川
北
端
の
小
限

高
浪
・山一

番
・

扱
M
M
は
天
文
十
七
年
二
月
に
残
し
た
。

↑
里
一

一替
の
徒
、
右

・
橋
口
に
は
江
泊
泌
の
泉
州問
・臨…

ア
サ
ヂ
ラ
チ
カ
ヨ
シ

浅
倉
築
議

l
フ
ク
ヲ
ヵ

一
坂
・鋭
的
・凶
出
版
・
際
丸
・柴
山
山
部
等
を
剛山
川
市
し
た
が
、

チ
カ

ヨ
Y

翻
凶
銘
説
。

一
一
山氏等
利
を
失
っ
て
州
制
定
し
、
越
盟
の
判
官
た
る
首
級

ア
サ
h
y
ラ
ヨ
シ
カ
ゲ

渓
定
義
援

2
v弘
治
の

一
六
百
八
イ
似
で
あ
っ
た
。
か
く
て
越
市
は
大
出
加
を
得

役
|
学
説
の
子
。
天
文
十
七
年
二
月
十
六
践
を
以
て

一
た
が
、
不
却
に
し
て
宗
岡
山
は
十
五
割
の
夜
に
入
っ

て

家
を
制
ぎ
、
宗
摘
之
が
輔
佐
と
な
っ
た
。
弘
治
川
年

一
一
耐
を
渡
し
た
。
義
以
之
を
挺
へ
、
籾
幻
右
共
衛
肘
川日

宗
樹
、
加
到
の
土
民
を
刷
制
慾
し
て
矢
川
胞
の
仇
を
旗
さ

一
向
を
越
は
し
て
宗
摘
に
代
。
、
本
径
を
政
地
の
附
に

ん
こ
と
を
義
知
に
抗
う
て
絞
れ
ら
れ
た
。
是
に
於
い
一
世
か
し
め
、
山
附
新
左
術
門
古
同
家
・印
牧
丹
後
守
・佐

て
七
十
九
畿
の
老
将
は
、七
月』
H

一
日
金
抽
出
に
、官
一
二

位
布
光
林
幼
・
大
野
到
等
各
仰
を
限
っ
て
箆
戒
を
川即

日
細
白
木
に
、
サ
一一
一
日
加
賀
の
稿
に
進
ん
だ
が
、
一

一
に
し
た。

九
月
八
日
宗
摘
裂
し
、
そ
の
中
旬
に
は
長

俊
は
体
泌
・同
郷
・千
足
以
に
剛山守
し
た
か
ら
、
共
を

一
日
が
那
谷

・
製
郊
の
民
農
を
焚
訴
し
た
。

十

H
山
附

三
分
し
て
之
に
向
か
は
し
め
た
。
朝
作
品
玄
響
元
公
泌

一
吉
家
は
安
宅
を
侵
略
せ
ん
と
欲
し
て
進
ん
だ
が
、
河

先
づ
裕
裁
城
に
泊
b
之
を
陥
れ
る
や
、
南
郷
城
の
一

一
水
多
〈
し
て
捗
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
後
越

挨
も
錠
悩
し
て
、

そ
の
格
抱
一
制
締
部
は
山
中
に、

藤

一
軍
の
滞
仰
向
数
且
に
及
ん
だ
が
、
弘
治
二
年
三
E

4
H

丸
新
切
は
杭
唱
に
走
っ
た
。
千
円此
城
に
は
官
彼
・阿国
一
二
日

一
佼
が
持
路
越
前
の
捕
止
を
幼
か
し
た
こ
と
あ

イ

4''
E，
v

-

坂
の
土
共
と
此ハ
に、

潟
山
知
の
大
助

・
縦
縞
の
都
万

一
る
外
戦
闘
は
な
か
っ
た
。
此
の
且
廿
九
日
持
軍
足
利

等
が
あ
っ
て、

蹴
る
頑
強
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
も

一
戦
卸
が
敬
白
を
復
し
て
一
向
凶
の
姉
和
を
懲
怒
し
、
預

砕
陣
取
を
加
へ
て、

終
に
一

日
の
中
に
三
盤
を
臨
時
ひ
得

一
お
は

四
且
一

日
共
を
帝
ゐ
て

一
候
城
に
退
い
た
か

ア
サ

ら
、
加
賀
か
ら
も
亦
四
郎
の
一
俊
総
代
官
と
し
て
脱
出

回
肥
前
{
寸
を
訴
し
、部
制
[
訟
の
館
に
於
い
て
締
交
し
た
。

反
古
裂
に、

本
願
寺
の
坊
宮
下
問
駿
河
法
締
頼
言
が

加
州
に
下
り
、
越
前
と
の
和
談
を
成
就
喧
し
め
た
と

あ
る
も
此
の
時
の
容
で
あ
る
。

。
一」
永
般
の
役

l
永
献
七
年
九
且
朔
日
朝
食
式
部
大

締
罰
鋭
は
、
同
右
兵
衛
尉
按
院
と
共
に、

そ
の
兵
を

一
部
一
ゐ
て
加
賀
に
出
陣
し
た
。

十
二
日
義
筑
も
亦
兵
を

進
め
、
十
七
日
本
折

・
小
訟
繭
城
を
攻
陥
し
、
十
九

日
今
浅
川
の
涯
に
主
っ
て
火
を
政
ち
、
サ
五
日
を
以

て
結
前
に
凱
旋
し
た
。

2
5加
越
挑
和

l
永
職
十
年
七
且
什

一
日、

常
時
統

浪
中
で
あ
っ
た
足
利
義
昭
は
、
政
賀
を
出
て
裂
回
目
の

一
束
城
に
四回り
、
次
い
で
加
起
に
総
し
て
利
椛
を
緋

ぜ
し
め
ん
と
し
た。

こ
れ
加
賀
一
授
が
羽
免
氏
の
背

後
を
続
ふ
聞
は
、
靭
h
H
氏
の
助
力
に
よ
っ
て
上
治
せ

ん
と
す
る
諮
問
の
剤
耐
引
を
唱
直
行
す
る
を
得
ぬ
か
ら
で

あ
っ
た
。
是
に
於
い
て
二
凶
の
和
結
成
。
、
十
二
且

十
二
日
一

授
の
将
杉
浦
氏
の
子
息
を
慣
と
し
て
一
束

の
阿
披
加
に
主
ら
し
め
、
十
五
日

一
俊
方
の
城
繁
松

山、

越
前
方
の
盤
Mm
出席谷
・抽
巾
ノ
農
・大
山
岳
寺
を
焼
段

し
、
以
て
和
平
の
事
を
行
っ
た
。

ア
ザ
ダ

訴
。

浅
田

河
北
細
井
上
庄
に
関
す
る
部

ア
サ
ノ

浅

野

河

北

郡
小
仮
庄
に
関
す
る
師副

首
問
。
浅
野
中
島
村
容
と
共
に、

も
と
こ
の
附
一丸
は
浅

野
と
稽
す
る
荒
野
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
宮
地
論

長
享
二
年
に

『
陣
=
取
伏
見
山
科
浅
野
大
衆
目白
』
と

見
え
る
。
浅
野
の
名
訟
は
浅
い
野
だ
と
も
、
田陣を
生

じ
た
野
だ
と
も
い
ふ
が
、
何
れ
も
附
怖
か
で
な
い
。
浅

野
川
の
名
都
は
』」
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ア
サ
ノ
イ
モ
ジ

浅
野
鋳
物
師

ヂ

武

村
氏
。

』

タ
ケ

ム
一フ
ウ

ノ

圃圃圃且

ア
サ
ノ
オ
ン
ポ
ウ
マ
チ

浅
野
隠
坊
町

金
川
仰
の

柿
田
町
名
。
滞
初
以
来
際
内
等
の
尉
住
所
で
、
抽出川町非

λ
町
と
綾
し
、
河
北
川
岬
抽
出
野
巾
お
の
村
地
で
あ
っ
た
。

明
治
四
年
入
且
此
の
名
携
を
焼
し
、
非
人
町
と
日
ハに

浅
野
新
町
と
改
抑
制
し
、
市
内
に
閥
せ
し
め
た
。

ア
ザ
ノ
力
安
バ
浅
野
角
場
河
北
部
浅
野
に
在

っ
た
射
的
認
。
他
殺
到
三
州
芯
来
附
縦
覧
に
、
繭
内

相
婦
は
府
泉
と
浅
町
で
、
前
者
は
元
政
二
年
、
後
者
は

岡
三
年
に
山
副
総
が
成
っ
た
。

こ
れ
は
異
風
鋭
的
字
問

惣
兵
衛
・奥
村
副
兵
衛
の
初
期
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

の
で
あ
る
と
見
え
る
。

ア
ザ
ノ
ガ
ハ

浅
野
川

和
酬
を
石
川
地
附
賂
山
の

恒
北
よ
り
設
し
て
、
河
内
谷
を
地
ぎ
、
河
北
郎
石
黒

川λ
に
主
り
、
円制谷
山
よ
り
渡
す
る
仮
谷
川
と
A
H
し
、

平
下
に
京
。
、
大
菱
地
山
に
設
す
る
開
国
王
山
川
を
入

れ
、
銚
子
口
に
京
b
平
等
山
よ
り
削
る
小
豆
神
川
を

合
し
、
一典
に
若
松
に
於
い
て
角
附
山
よ
り
出
る
角
川

川
を
受
け
、
金
得
市
街
の
ル
山
部
を
民
い
た
後
、
東
蚊

爪
を
総
て
河
北
潟
に
入
る
。
総
桜
一
一一
部
粁
。
こ
の
河

名
は
耶
く
三
宮
古
杷
に
見
え
る
。
金
城
三
河
考
が
浅

野
川
の
出
名
を
制
作
出
川
と
い
」
と
抱
し
て
ゐ
る
り

は
、
時世
間
風
土
記
が
熔
告
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て

引
用
し
た
限
で
あ
る
。
こ
の
川
を
認
水

・
母
水
文
は

蹴
水
な
ど
い
」
は
、
詩
賦
を
罪
す
る
も
の
a
h

戯
れ
で

あ
る
。ア

サ
ノ
ガ
ハ
イ
ナ
リ
シ
ヤ

浅
野
川
稲
荷
結

石

川
郡
久
安
に
出
機
家
明
が
閉
館
し
た
頃
、
稲
荷
明
耐

を
そ
の
邸
に
動抑
制
し
、
修
駿
者
一
大
道
院
に
奉
仕
せ
し

め
た
が
、
後
之
を
金
得
惣
椛
摘
の
病
荷
僚
の
社
地
に

制
じ
、
冗
和
二
年
間
正
に
今
の
航
木
川
に
修
し
た
と
い
s

ひ
、
天
道
院
は
後
に
天
誼
寺
と
改
め
た
。
註
記
に
は
、

久
安
に
も
醤
匙
が
あ
っ
て
、
夜
道
帯
が
鍛
勤
し
た
と

し
、
孤
木
町
諮
座
を
殴
安
四
年
八
且
と
し
て
ゐ
る
。

七


